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▲椒古墳
　ENEOS㈱和歌山製油所敷地内にある砂丘式の古墳で、明治41（1908）年に発掘されました。江戸期の終わりごろまでは塀を
巡らした帆立貝形古墳でしたが、今は後円部だけしか残っていません。内部構造は組立式石棺を奥壁に持った横穴式石室で、古墳
から石枕・模造滑石製品・直刀・鉄槍・鉄斧・管玉・金銅製花型装身具・四乳花文鏡・蒙古鉢型兜・挂甲・鎧・土師器壺・高坏な
ど多数の遺物が出土しましたが、全部が東京国立博物館に保管されています。

▼地ノ島遺跡
　３世紀後半から多くの製塩遺跡が出現し、有田市椒浜・地ノ島遺跡もそのひとつとして知られています。海藻
などに海水をかけて水分を吸収させて濃縮した海水をコップ形の土器にいれ、煮沸して塩の固まりをとっていま
した。これらの作業集団を管理する者がいて、その一族が亡くなった場合近くに墓を造りました。地ノ島で発見

された墓は古墳より規模は小さく板石を箱形に組
み合わせ、板石で蓋をした箱式石棺と呼ばれるも
ので古墳時代の物が４基発見されています。



2有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています 市議会だより

＊ 1 2 月 定 例 会 ＊＊ 1 2 月 定 例 会 ＊＊ 1 2 月 定 例 会 ＊
12月定例会は、２日から22日までの21日間で行われました。
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議案審議

【総務建設委員会】
（12月15日）
議案第48号　有田市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例
 ※地方公務員法の一部改正に伴うもの
 【主な内容】 職員の定年年齢を段階的に65歳とする
 　　　　　　管理監督職の勤務上限年齢を原則60歳とする
 　　　　　　定年前再任用短時間勤務制を導入する
 採決：異議なし（　可　決　）
議案第49号　有田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
 ※地方公務員法の一部改正に伴う整備及び手当の見直しのため
 【主な内容】 60歳を超える職員の給料月額は、60歳時の７割とする
 　　　　　　管理職手当の上限額を引き上げる
 　　　　　　管理職が災害対応等で勤務時間外に勤務した場合に支給される手当を規定する
 採決：異議なし（　可　決　）
議案第50号　有田市職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例
 ※地方公務員法の一部改正に伴うもの
 【主な内容】 60歳に達した職員の退職手当について、定年引上げに伴う経過措置を規定する
 採決：異議なし（　可　決　）
議案第51号　地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
 ※地方公務員法の一部改正に伴うもの
 【主な内容】 定年引上げに関する、条例６本の改正と１本の廃止をまとめて整備する
 　　　　　　（改正）・職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部改正
 　　　　　　　　　・職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改正
 　　　　　　　　　・有田市職員の育児休業等に関する条例の一部改正
 　　　　　　　　　・有田市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
 　　　　　　　　　・有田市人事行政の運営の状況の公表に関する条例の一部改正
 　　　　　　　　　・有田市職員の公益的法人等への派遣に関する条例の一部改正
 　　　　　　（廃止）・有田市職員の再任用に関する条例の廃止
 採決：異議なし（　可　決　）

各常任委員会の主な内容各常任委員会の主な内容

令和4年有田市議会12月定例会日程令和4年有田市議会12月定例会日程
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議案第52号　有田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
 ※人事院の給与勧告に基づき、一般職の給与改定をしようとするもの
 【主な内容】 若年層の給料月額の引き上げ
 　　　　　　一時金の支給率の改定
 　　　　　　・一 般 職 員（年間4.3月→4.4月　0.1月分引き上げ）
 　　　　　　・再任用職員（年間2.25月→2.3月　0.05月分引き上げ）
 採決：異議なし（　可　決　）
議案第53号　有田市特別職給与条例の一部を改正する条例
 ※一般職の給与改定に準じ、期末手当の支給率を改定しようとするもの
 【主な内容】 特別職の一時金の支給率を改定（年間4.2月→4.3月　0.1月引き上げ）
 採決：異議なし（　可　決　）
議案第54号　有田市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
 ※一般職の給与改定に準じ、期末手当の支給率を改定しようとするもの
 【主な内容】 市議会議員の一時金の支給率を改定（年間4.2月→4.3月　0.1月引き上げ）
 採決：異議なし（　可　決　）
議案第55号　有田市立病院事業管理者の給与等に関する条例の一部を改正する条例
 ※一般職の給与改定に準じ、期末手当の支給率を改定しようとするもの
 【主な内容】 市立病院事業管理者の一時金の支給率を改定（年間4.2月→4.3月　0.1月引き上げ）
 採決：異議なし（　可　決　）
議案第56号　有田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
 ※人事院の給与勧告に基づき、一般職の任期付職員の給与改定をしようとするもの
 【主な内容】 一般職の任期付職員の一時金の支給率を改定（年間3.25月→3.3月　0.05月引き上げ）
 採決：異議なし（　可　決　）
議案第57号　有田市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
 ※一般職の給与改定に準じ、期末手当の支給率を改定しようとするもの
 【主な内容】 会計年度任用職員の一時金の支給率を改定（年間2.4月→2.5月　0.1月引き上げ）
 採決：異議なし（　可　決　）
議案第66号　工事請負契約の変更について
 ※有和中学校建設工事請負契約の一部を変更するため
 　変 更 契 約 金 額　４９億２,２７９万９,２００円（消費税込）
 　変更による増加額　　　　８,４９９万９,２００円
 採決：異議なし（　可　決　）
議案第67号　工事請負契約について
 ※市庁舎長寿命化改修Ｂ１Ｆ・１Ｆ・２Ｆ内部改修工事の請負契約を締結するため
 【契約の目的】 市庁舎長寿命化改修Ｂ１Ｆ・１Ｆ・２Ｆ内部改修工事
 【契 約 金 額】 金３億４,５１８万円（消費税込）
 【契約の相手】 和歌山県有田市辻堂446番地　 株式会社保田組　 代表取締役　北畑　忍
 採決：異議なし（　可　決　）
議案第68号　市道の認定について
 ※道路法第８条第２項の規定により、箕島地内及び宮崎町地内において、新たに市道として認定
 採決：異議なし（　可　決　）

【文教厚生委員会】
（12月16日）
議案第47号　有田市立保育所条例の一部を改正する条例
 ※有田市立糸我保育所を閉所するため
 【主な内容】 有田市立糸我保育所の閉所
 採決：異議なし（　可　決　）
議案第58号　有田市都市公園条例の一部を改正する条例
 ※有田市健康スポーツ公園の設置及び管理に関し必要な事項を定めるため
 【主な内容】・名称「有田市健康スポーツ公園」位置「有田市初島町浜1665番地」を定める
 　　　　　　・指定管理者に施設の管理を行わせることを定める
 　　　　　　・供用時間や施設の利用料金など、管理運営に必要な事項を定める
 採決：異議なし（　可　決　）
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【予算決算委員会】
（12月２日）
議案第46号　専決処分の承認を求めることについて　令和４年度有田市一般会計補正予算（第４号）
 補正予算額　１億９,２３８万２千円を増額
 【主な内容】

　電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増加を踏まえ、特に家計への影響が大きい住民税
非課税世帯等に対し、生活の支援を目的とした給付金を支給するための費用。
・電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金として対象世帯3,700世帯に対し、１世帯あた
り５万円を支給
・この事業の財源は、全額国庫から補助

 採決：異議なし（　承　認　）

議案第59号　令和４年度有田市一般会計補正予算（第５号）
 補正予算額　１億３,３６８万９千円を増額
 【主な事業】

・戸籍住民基本台帳事務事業：１億８１１万８千円
　マイナンバーカード取得促進と物価高騰による生活支援として、カード取得者に１人5,000
円分のJCBギフト券を支給。既に取得されている方のほか、令和５年２月末までの申請者を対
象とし、２万人（申請率約75％）を目標。なお、財源の一部は、国の新型コロナウイルス感染
症対応地方創生臨時交付金を活用。
・児童福祉事務事業・ひとり親家庭有田市特別支援金：１,９１０万円
　有田市独自の支援事業として、子育てと仕事を一人で担う低所得のひとり親世帯（児童扶養
手当受給者等）に対し、子ども１人につき５万円の「ひとり親家庭有田市特別支援金」を支給。
この事業の財源は、ふるさと応援寄付金及び同基金で寄付者の意向に沿った事業に有効活用す
るもの。
・公立学校施設災害復旧事業：４４０万６千円
　令和４年９月発生の台風14号暴風により防球ネットを被災した小中学校２件の災害復旧費用。

 採決：異議なし（　可　決　）

議案第62号　令和４年度有田市漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
 補正予算額　２０６万５千円を増額
 【主な内容】 電気料及び修繕料に要する費用
 採決：異議なし（　可　決　）
（12月19日）
議案第60号　令和４年度有田市一般会計補正予算（第６号）
 補正予算額　３億３,０７０万１千円を増額
 【主な事業】

・小中学校・市民会館管理運営事業：１,２４１万６千円
　小学校及び中学校、市民会館において、電力料金値上げにより予算不足が見込まれるため。
　小学校623万2千円、中学校428万1千円、市民会館190万3千円。
・基金積立事業：２億円
　今後の計画的な基金の活用を見込み、公共施設整備基金積立金を補正。

 採決：異議なし（　可　決　）

議案第61号　令和４年度有田市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
 補正予算額　７３５万２千円を増額
 【主な内容】 人件費の更正、過年度返還金に要する費用
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第63号　令和４年度有田市介護保険特別会計補正予算（第１号）
 補正予算額　１,７６１万８千円を増額
 【主な内容】 人件費の更正、一般会計繰出金及び令和３年度返還金に要する費用
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第64号　令和４年度有田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
 補正予算額　２,０６４万７千円を増額
 【主な内容】 人件費の更正、一般会計繰出金及び広域連合負担金に要する費用
 採決：異議なし（　可　決　）
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議案第65号　令和４年度有田市上水道事業会計補正予算（第１号）
 補正予算額　１,７６０万円を増額
 【主な内容】 電気料に要する費用
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第71号　令和４年度有田市一般会計補正予算（第７号）
 補正予算額　１,８１５万円を増額
 【主な内容】

　令和４年12月２日国会において令和４年度第２次補正予算が成立したことに伴い、令和４年４
月１日以降に妊娠・出産した方を対象に、子育て支援策としての支援を行う。
・出産・子育て応援交付金として妊娠届出時に妊婦１人につき５万円、出生届後に子ども１人
あたり５万円をそれぞれ支援
・特定財源は、国庫支出金1,210万円、県支出金302万5千円を見込み計上

 採決：異議なし（　可　決　）

※各議案に対する各委員会での質疑応答内容につきましては、市議会ホームページの委員会議事録をご
覧ください。（ただし議事録については時間を要するため後日掲載されます）

令和４年12月定例会審議結果表令和４年12月定例会審議結果表

議案第46号
議案第47号
議案第48号
議案第49号
議案第50号
議案第51号
議案第52号
議案第53号
議案第54号
議案第55号
議案第56号
議案第57号
議案第58号
議案第59号
議案第60号
議案第61号
議案第62号
議案第63号
議案第64号
議案第65号
議案第66号
議案第67号
議案第68号
議案第69号
議案第70号
議案第71号
諮問第 1 号
－－－－－－－－－－

承　認
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
同　意
同　意
可　決
異議なし
可　決

議案番号 件             名 議決年月日 可　否

4.12.2
4.12.22
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

4.12.2
4.12.22
〃

4.12.2
4.12.22
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

専決処分の承認を求めることについて（令和４年度有田市一般会計補正予算（第４号））
有田市立保育所条例の一部を改正する条例
有田市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例
有田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
有田市職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
有田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
有田市特別職給与条例の一部を改正する条例
有田市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
有田市立病院事業管理者の給与等に関する条例の一部を改正する条例
有田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
有田市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
有田市都市公園条例の一部を改正する条例
令和４年度有田市一般会計補正予算（第５号）
令和４年度有田市一般会計補正予算（第６号）
令和４年度有田市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和４年度有田市漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
令和４年度有田市介護保険特別会計補正予算（第１号）
令和４年度有田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和４年度有田市上水道事業会計補正予算（第１号）
工事請負契約の変更について
工事請負契約について
市道の認定について
固定資産評価審査委員会の委員の選任について
固定資産評価審査委員会の委員の選任について
令和４年度有田市一般会計補正予算（第７号）
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
議員派遣の件について



6政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています 市議会だより

令和4年12月定例会　一般質問通告一覧表
令和４年12月13日【　午　前　10：00　】

順
位 氏　名 発　　言　　の　　要　　旨

1 中 谷 桂 三
【無　所　属】

4
成 川 　 満
【政　有　会】

2 生 駒 三 雄
【政糺クラブ】

3 小 西 敬 民
【日本共産党】

１．逢井地区アクセス道路新設について
　⑴進捗状況と今後について
２．中学校部活動指導員制度導入について
　（1）現状と今後について
３．地震の津波と大雨水害の防災対策について
　⑴備蓄品状況について
　⑵避難路や避難場所について
４．ＥＮＥＯＳ（株）和歌山製油所撤退について
　⑴現状と今後について

１．新規就農者について
　⑴新規就農者の確保について
　⑵新規就農者に対する支援について

１．ＥＮＥＯＳ（株）和歌山製油所に新規事業が予定される
　⑴ＳＡＦ燃料とは
　⑵将来性について
　⑶大企業の事業運営について
２．出産の出来る私立運営クリニック新設について
　⑴市立病院との連携について
３．有田市における人権啓発について
　⑴活動の実態について
　⑵成果について

１．世界農業遺産の認定について
　⑴認定に向けた取組について
２．国道42号有田海南道路の整備について
　⑴事業の進捗・完成見込について
　⑵関連道路の整備について
　⑶都市計画の見直しについて

一般質問・
議案質疑の
動画がご覧
になれます。



7 市議会だより 政治家はお祭りに寄附や差し入れをすることは禁止されています

順
位 氏　名 発　　言　　の　　要　　旨

令和4年12月定例会　議案質疑通告一覧表 令和４年12月13日

小 西 敬 民
【日本共産党】

議案第48号　有田市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例

歴史的な条例であることについて
　・経験豊かな人材の有効活用をどのように考えているのか。
　・定年延長は望ましいか。

成 川 　 満
【政　有　会】

議案第67号　工事請負契約について

市庁舎長寿命化改修Ｂ１Ｆ・１Ｆ・２Ｆ内部改修工事について
　・落札率、工事施工概要、工期、市庁舎長寿命化改修事業の総額について
　　説明を求める。

成 川 　 満
【政　有　会】

議案第68号　市道の認定について

市道９９２号線について
　・市道認定の理由、道路整備計画の概要について説明を求める。

児 嶋 清 秋
【自由民主党　
　有田クラブ】

7

8 堀 川 　 明
【政　有　会】

6 中西登志明
【政　有　会】

5
岡 田 行 弘
【公　明　党】

〔一 問 一 答〕

１．子育て支援の充実について
　⑴本市の妊娠・出産・育児に対する支援について
　⑵伴走型支援の課題となる人材の確保について
　⑶出産・子育て応援交付金事業について
　⑷こども家庭庁について
２．ひきこもりに対する支援について
　⑴現在の取り組み状況と課題について
３．学校等におけるてんかん発作時の口腔用液（ブコラム）の投与について
　⑴文科省からの事務連絡について
　⑵投与に適切に対応できる体制の整備について
４．発達性読み書き障害（ディスレクシア）について
　⑴学校現場での早期発見の取組について
　⑵障がいの軽減について
　⑶理解を周知するための対応

１．有和中学校開校について
　⑴工事の進捗状況
　⑵今後の取り組み

１．ＥＮＥＯＳ（株）和歌山製油所ＳＡＦ製造について
　⑴今後の展望及び将来性について
　⑵加えて新事業の誘致について

１．有田市内における河川の状況について
　⑴河川台帳で管理の河川現状について
　⑵土砂の浚渫と雑草等の伐採計画について



8政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています 市議会だより

質

　　

誇
り
あ
る
有
田
み
か
ん
産
業
を

次
世
代
に
繋
い
で
い
く
た
め
、
現
農

家
の
後
継
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

新
規
就
農
者
を
確
保
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
新
た
に
就
農
を
目
指
す
方

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ

て
い
る
の
か
。
市
外
か
ら
の
就
農
希

望
者
の
た
め
に
ア
グ
リ
リ
ン
ク
を
展

開
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
状
況

を
併
せ
て
伺
い
た
い
。

　　

新
規
就
農
者
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
を
行

う
と
と
も
に
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
る

就
農
フ
ェ
ア
へ
参
加
し
て
い
る
。

　

ア
グ
リ
リ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
令

和
2
年
度
か
ら
活
用
さ
れ
た
方
が
、

本
年
4
月
に
独
立
就
農
し
、現
在
は
、

１
名
の
方
が
ア
グ
リ
リ
ン
ク
を
活
用

し
て
い
る
。

　　

新
規
就
農
者
に
農
業
施
設
等

ハ
ー
ド
面
に
対
す
る
補
助
、
住
居
に

関
す
る
補
助
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　　

農
業
施
設
等
ハ
ー
ド
の
補
助
に

つ
い
て
は
、
国
庫
事
業
や
金
融
機
関

等
が
取
扱
う
制
度
資
金
の
紹
介
を
行

い
、
融
資
が
決
定
す
れ
ば
、
利
子
助

成
を
行
う
対
応
を
し
て
い
る
。

　

住
居
に
つ
い
て
は
、
市
で
取
組
ん

で
い
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
紹
介
等
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　　
　
　

農
家
数
の
減
少
を
止
め
る

た
め
に
も
、
新
た
に
挑
戦
す
る
就
農

者
の
方
々
を
育
て
て
い
く
た
め
に
、

ま
ち
全
体
、
ま
さ
に
「
チ
ー
ム
有
田

市
」
と
し
て
、
目
く
ば
り
、
気
く
ば

り
、
心
く
ば
り
を
忘
れ
ず
に
、
し
っ

か
り
汗
を
か
い
て
、
施
策
を
展
開
さ

れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

新
規
就
農
者
の
確
保
と

支
援
に
つ
い
て

質

質答

　　

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
和
歌
山
製
油
所

撤
退
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
答
弁
を

お
願
い
し
ま
す
。

　　

本
年
１
月
25
日
に
機
能
停
止
が

発
表
さ
れ
、
跡
地
活
用
に
関
す
る
協

議
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ａ
Ｆ
製

造
が
跡
地
活
用
策
の
一
つ
と
し
て
具

体
化
し
て
い
ま
す
が
、
和
歌
山
製
油

所
は
、
75
万
坪
の
広
大
な
製
油
所
で

あ
り
、
今
後
も
、「
和
歌
山
製
油
所

エ
リ
ア
の
今
後
の
在
り
方
に
関
す
る

検
討
会
」
で
議
論
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

　　

望
月
市
長
に
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
和
歌

山
製
油
所
の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
考
え
方
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　　

跡
地
活
用
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
雇
用
創
出
の
ほ
か
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
を
見
据
え
た
も

の
で
あ
る
こ
と
や
、
地
域
資
源
と
親

和
性
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も

活
用
策
を
考
え
る
上
で
の
軸
と
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
可
能
性
の
あ
る

も
の
は
広
く
候
補
と
し
て
考
え
、
積

極
的
に
動
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　　
　

私
は
、
和
歌
山
製
油
所
撤
退

後
の
雇
用
を
生
む
跡
地
活
用
に
は
、

水
素
製
造
装
置
事
業
が
一
番
最
適
と

判
断
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
あ
る
企

業
で
は
、
水
と
鉱
石
で
水
素
を
製
造

で
き
る
こ
と
が
判
明
し
て
事
業
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
だ
と
、
水

か
ら
製
造
す
る
よ
り
は
安
価
に
水
素

を
製
造
で
き
ま
す
。
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱

和
歌
山
製
油
所
だ
と
、
工
業
用
水
を

使
用
す
れ
ば
水
道
水
よ
り
も
安
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
海
外
へ
の
輸
出
は

Ｏ
―
１
桟
橋
を
、
国
内
向
け
は
、
陸

上
輸
送
と
桟
橋
を
活
用
し
た
船
舶
輸

送
を
し
ま
す
。
こ
う
し
た
水
素
製
造

事
業
を
含
め
、
地
域
資
源
と
親
和
性

が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
事
業
化

は
、
是
非
、
有
田
市
の
特
産
品
で
あ

る
有
田
み
か
ん
に
関
わ
る
事
業
展
開

を
希
望
し
ま
す
。

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
和
歌
山

製
油
所
撤
退
に
つ
い
て

質答答

答

ま
と
め

提
言

生 駒 三 雄
（政糺クラブ）

中 谷 桂 三
（無　所　属）



9 市議会だより 選挙終了後禁止される挨拶行為は、戸別訪問したり、当選祝賀会その他の集会、パレードを開催すること。

　　

有
田
海
南
道
路
の
有
田
市
内
で

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
で
す
が
、
有

田
川
に
架
か
る
（
仮
称
）
一
号
橋
は
、

現
在
、
仮
設
桟
橋
も
撤
去
さ
れ
、
今

年
度
中
の
開
通
に
向
け
、
工
事
も
最

終
段
階
を
む
か
え
て
い
ま
す
。

　

一
号
橋
か
ら
続
く
二
号
橋
に
つ
き

ま
し
て
も
、
現
在
、
新
堂
地
内
に
お

い
て
橋
脚
工
事
を
施
工
中
で
、
こ
ち

ら
も
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

更
に
、
新
堂
地
内
か
ら
海
南
市
へ

抜
け
る
一
号
ト
ン
ネ
ル
に
つ
き
ま
し

て
は
、
工
事
発
注
に
か
か
る
準
備
を

進
め
て
い
る
状
況
で
、
来
年
度
の
工

事
発
注
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

有
田
海
南
道
路
の
完
成
時
期
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
は
、
有
田
川
に

架
か
る
一
号
橋
が
今
年
度
開
通
予

定
、
海
南
市
下
津
町
小
南
地
区
か
ら

冷
水
地
区
の
間
と
、
冷
水
拡
幅
の
残

り
の
区
間
に
つ
い
て
は
令
和
７
年
春

開
通
予
定
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
つ

い
て
は
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　　
　

有
田
川
に
架
か
る
一
号
橋
が
、

い
よ
い
よ
年
明
け
に
開
通
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
先
立
っ
て
は
保
田
中
学

校
一
年
生
に
よ
る
橋
梁
床
板
へ
の
お

絵
描
き
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
市
民
の
期
待
と
関
心
が
高
ま
っ

て
来
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
一
号
橋
を
基
点
に
し
て
半
径

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
円
を
描
き
ま
す

と
、
ほ
ぼ
円
内
の
東
側
に
新
市
立
病

院
の
建
設
予
定
地
が
あ
り
、
西
側
に

は
令
和
６
年
開
設
予
定
の
有
和
中
学

校
が
立
地
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
こ

の
一
号
橋
の
周
辺
の
地
域
は
、
そ
の

利
便
性
か
ら
も
将
来
に
わ
た
り
市
街

地
化
、
開
発
が
進
む
と
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

是
非
、
用
途
地
域
の
見
直
し
を
含

め
、
重
点
的
に
都
市
基
盤
の
整
備
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

国
道
42
号
有
田
海
南
道

路
の
整
備
に
つ
い
て

　　

Ｓ
Ａ
Ｆ
燃
料
と
は
。

　　

Ｓ
Ａ
Ｆ
と
は
「
持
続
可
能
な
航

空
燃
料
」
の
こ
と
で
、
バ
イ
オ
マ
ス

原
料
等
か
ら
製
造
さ
れ
る
航
空
燃
料

を
意
味
す
る
。
現
在
使
わ
れ
て
い
る

航
空
燃
料
と
比
べ
て
、
約
８
割
の
二

酸
化
炭
素
削
減
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
る
。

　　

将
来
性
に
つ
い
て
は
。

　　

事
業
化
調
査
段
階
で
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
か
ら
発
表
は
な
い
が
、
市
と
し
て

は
、
本
事
業
に
よ
り
百
人
程
度
の
雇

用
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
今
後
、
精
査

さ
れ
て
い
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
新

た
な
設
備
投
資
を
伴
う
た
め
、
全
部

で
数
百
億
円
規
模
の
投
資
が
行
わ
れ

る
と
考
え
る
。

　
出
産
の
出
来
る
私
立
運
営
ク
リ

ニ
ッ
ク
新
設
に
つ
い
て

　　

市
立
病
院
と
の
連
携
は
。

　　

令
和
６
年
４
月
ま
で
を
開
院
予

定
と
し
、
旧
糸
我
保
育
所
施
設
を
改

築
す
る
と
共
に
、
入
院
棟
な
ど
を
新

築
。
ま
た
、
現
市
立
病
院
産
婦
人
科

の
平
野
医
師
を
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
と

す
る
予
定
。
民
間
に
よ
る
産
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
開
院
し
た
後
は
、
市
立
病

院
か
ら
の
分
娩
を
引
き
継
ぐ
こ
と

で
、
切
れ
目
の
な
い
お
産
を
実
現
し

て
い
く
。

　
有
田
市
に
お
け
る
人
権
啓
発
に
つ

い
て

　　

活
動
実
態
に
つ
い
て
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
問
題
を
市
民
が
ど
う
思
っ
て
い

る
と
考
え
る
か
。

　　

今
年
度
、
市
民
及
び
事
業
所
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
た
結
果
、
日
常
生
活
で
の
役
割

分
担
な
ど
の
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
明
ら
か
に
な
り
、
男
女
平
等
の

視
点
か
ら
の
啓
発
に
力
を
入
れ
る
べ

き
と
い
う
ご
意
見
も
多
く
い
た
だ
い

た
。
得
ら
れ
た
ご
意
見
は
現
在
策
定

中
の
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
な
ど
市

の
施
策
に
反
映
し
て
い
く
。

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
和
歌
山

製
油
所
に
新
規
事
業
が

予
定
さ
れ
る

質

質答質答

答質答

答

小 西 敬 民
（日本共産党）

提
言

成 川 　 満
（ 政 有 会 ）



市議会だより 10信書、祝辞・見舞いの答礼のためにする信書は差し支えありません。

　　

世
界
的
に
著
名
な
隈
研
吾
氏
が

関
わ
る
隈
研
吾
・
二
本
柳
慶
一
設
計

共
同
体
に
よ
る
設
計
で
、
市
は
「
生

徒
が
学
ぶ
意
欲
を
か
き
立
て
ら
れ
る

よ
う
な
学
校
」「
地
域
に
開
か
れ
た

学
び
舎
」
な
ど
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲

げ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
の
工
事
の

進
捗
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　　

様
々
な
場
所
で
学
べ
る
空
間
を

設
け
て
い
ま
す
。
建
物
は
３
棟
に
分

け
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
へ
の
開
放

が
可
能
な
つ
く
り
で
、
地
域
住
民
が

避
難
で
き
る
な
ど
、
コ
ン
セ
プ
ト
を

意
識
し
た
整
備
を
行
い
、
建
設
工
事

は
１
月
末
完
成
予
定
で
す
。

　　

中
学
校
統
合
準
備
委
員
会
で
の

今
後
の
協
議
事
項
や
内
覧
会
の
予

定
、
通
学
路
整
備
の
進
捗
を
お
伺
い

し
ま
す
。

　　

今
後
協
議
す
る
事
項
は
、
校
歌

の
制
定
、
Ｊ
Ｒ
・
バ
ス
等
を
含
め
た

通
学
方
法
、
通
学
路
整
備
な
ど
で
、

通
学
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中

に
は
方
向
性
を
示
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
内
覧
会
は
２
月
の
竣
工
式

以
降
に
計
画
し
ま
す
。

　　
　

内
覧
会
で
は
コ
ン
セ
プ
ト
に

沿
っ
て
丁
寧
な
説
明
を
お
願
い
し
ま

す
。
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
防
犯
灯

整
備
、
各
中
学
校
の
閉
校
事
業
実
行

委
員
会
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　　

有
和
中
学
校
の
開
校
に
向
け
て
教

育
長
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　　

目
指
す
姿
は
、
子
供
一
人
一
人

が
主
体
的
・
協
働
的
に
学
ぶ
姿
で
す
。

そ
の
手
段
と
し
て
I
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で

き
る
環
境
を
整
備

し
ま
す
。
先
生
が

教
え
る
授
業
か
ら
、

子
供
が
学
ぶ
授
業

へ
の
転
換
を
図
り
、

全
て
の
子
供
を
自

立
し
た
学
習
者
に

育
て
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

質質

質 答答

　　

市
は
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
相
談
支
援
・
経
済

支
援
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　　

妊
娠
届
出
時
に
は
必
ず
助
産
師

が
す
べ
て
の
妊
婦
と
面
談
し
、
今
後

の
見
通
し
や
体
の
変
化
、
現
在
抱
え

て
い
る
不
安
な
ど
丁
寧
に
聞
き
取
り

し
、
出
産
に
向
け
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
20
週
、
28
週
、
36
週
ご
ろ
妊

婦
に
連
絡
し
、
心
身
の
状
況
の
確
認

や
心
配
事
が
無
い
か
等
確
認
。ま
た
、

助
産
師
に
直
接
相
談
で
き
る
よ
う
専

用
の
携
帯
電
話
を
準
備
し
て
お
り
、

不
安
を
抱
え
た
妊
産
婦
の
皆
さ
ん
が

す
ぐ
に
相
談
で
き
る
体
制
を
と
っ
て

お
り
ま
す
。
出
産
後
は
１
か
月
以
内

に
助
産
師
が
訪
問
し
、
２
か
月
以
内

に
は
保
健
師
が
訪
問
。

　

そ
の
後
も
助
産
師
・
保
健
師
が

様
々
な
場
面
で
専
門
性
を
生
か
し
な

が
ら
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
を

整
え
て
お
り
ま
す
。

　

経
済
支
援
は
、
移
動
支
援
や
家
事

支
援
に
使
用
で
き
る
ス
マ
イ
ル
チ

ケ
ッ
ト
を
妊
娠
時
に
２
万
円
分
、
出

産
時
に
３
万
円
分
手
渡
し
し
、
ま
た

出
産
時
に
は
１
人
目
10
万
円
、
２
人

目
30
万
円
、
３
人
目
か
ら
は
50
万
円

の
お
祝
い
金
を
支
給
。
さ
ら
に
小
中

学
校
の
入
学
時
に
は
10
万
円
の
入
学

祝
い
金
を
、
ま
た
、
高
校
卒
業
ま
で

医
療
費
を
無
料
に
す
る
な
ど
、
様
々

な
経
済
的
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　　
　

所
得
に
関
係
な
く
0
〜
2
歳

児
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

な
る
よ
う
な
有
田
市
の
支
援
制
度
の

更
な
る
充
実
が
必
要
。

そ
の
他
の
質
問　

ひ
き
こ
も
り
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
・
学
校
等
に
お

け
る
て
ん
か
ん
発
作
時
の
口
腔
用
液

（
ブ
コ
ラ
ム
）
の
投
与
に
つ
い
て
・

発
達
性
読
み
書
き
障
害
（
デ
ィ
ス
レ

ク
シ
ア
）
に
つ
い
て

答

提
言

提
言

答 有
和
中
学
校
開
校
に

つ
い
て

子
育
て
支
援
の
充
実
に

つ
い
て

質

岡 田 行 弘
（ 公 明 党 ）

中西登志明
（ 政 有 会 ）
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市
を
南
北
に
二
分
す
る
有
田
川

を
含
め
多
く
の
二
級
河
川
が
あ
る

が
、
河
川
名
と
起
点
か
ら
終
点
ま
で

の
延
長
を
答
え
て
ほ
し
い
。

　　

有
田
川
は
延
長
94
㎞
で
す
が
、

市
内
を
流
れ
る
河
川
、
お
仙
谷
川
６

８
５
ｍ
、
高
山
川
６
８
０
ｍ
、
箕
川

１
，２
３
０
ｍ
、
西
谷
川
２
，８
０
０

ｍ
、
宮
前
川
２
，３
０
０
ｍ
、
内
の

川
８
５
０
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

有
田
川
も
含
め
市
内
の
二
級
河
川

の
浚
渫
・
伐
採
の
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

　　

今
年
度
有
田
川
で
は
、
保
田
橋

上
流
部
、
宮
原
橋
上
流
部
、
有
田
東

大
橋
下
流
部
の
浚
渫
・
伐
採
を
実
施

予
定
で
、
有
田
大
橋
南
詰
め
の
堤
防

法
面
伐
採
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
西
谷
川
は
現
在
下
流
部
の
浚

渫
・
伐
採
を
実
施
中
で
す
。
土
砂
が

堆
積
す
る
と
災
害
に
つ
な
が
り
ま

す
。
有
田
川
を
含
め
、
高
山
川
、
西

谷
川
等
に
お
き
ま
し
て
も
、
土
砂
が

溜
ま
っ
て
い
ま
す
。
他
の
二
級
河
川

の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
浚
渫
が

必
要
な
所
は
早
急
に
対
応
す
る
よ
う

県
に
強
く
要
望
し
、
市
管
理
水
路
や

改
良
区
管
理
水
路
ま
た
地
元
が
管
理

す
る
水
路
な
ど
、各
所
管
に
お
い
て
、

維
持
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　

高
山
川
は
、
野
地
区
み
か
ん
海

道
入
口
付
近
か
ら
ポ
ン
プ
場
付
近
ま

で
の
６
８
０
ｍ
が
県
管
理
の
二
級
河

川
と
聞
き
ま
し
た
が
、
上
流
の
管
理

は
ど
こ
か
、
ま
た
浚
渫
等
の
お
願
い

は
ど
こ
に
す
れ
ば
よ
い
か
。

　　

高
山
川
上
流
部
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
の
譲
渡
を
受
け
、
現
在
は
市

の
所
管
す
る
水
路（
法
定
外
公
共
物
）

で
す
。
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
農

業
用
排
水
路
の
た
め
土
地
改
良
区
の

所
管
と
な
っ
て
い
る
。
浚
渫
等
の
要

望
は
改
良
区
の
方
へ
依
頼
を
お
願
い

し
ま
す
。
各
所
管
に
お
い
て
、
関
係

者
等
と
相
談
し
、
適
切
な
維
持
管
理

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

有
田
市
内
に
お
け
る
河

川
の
状
況
に
つ
い
て

　

私
は
、
本
年
３
月
定
例
会
に
お
い

て
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
が
製
油
所
機
能
停

止
の
跡
地
活
用
策
と
し
て
ミ
ド
リ
ム

シ
由
来
の
バ
イ
オ
燃
料
を
製
造
し
て

い
る
ユ
ー
グ
レ
ナ
㈱
の
誘
致
を
働
き

か
け
て
は
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　　

自
治
会
主
導
の
も
と
操
業
継
続

を
求
め
る
約
２
万
筆
の
嘆
願
書
を
携

え
５
月
11
日
に
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
へ
出

向
い
て
い
る
。
市
民
の
思
い
が
功
を

奏
し
た
の
か
11
月
24
日
に
持
続
可
能

な
航
空
燃
料
（
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
製
造
に
関

す
る
事
業
化
調
査
を
、
ト
タ
ル
エ
ナ

ジ
ー
ズ
と
合
弁
会
社
を
設
立
、
40
万

キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
製
造
を
想
定
し
て

い
る
と
発
表
。今
後
、40
万
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
か
ら
更
に
、
伸
び
し
ろ
が
あ
る

の
か
伺
う
。

　　

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
と
ト
タ
ル
エ
ナ

ジ
ー
ズ
の
発
表
で
は
、
廃
食
油
や
獣

脂
の
廃
棄
物
等
を
原
料
と
し
た
Ｓ
Ａ

Ｆ
製
造
を
想
定
し
て
い
る
。
今
後
も

Ｓ
Ａ
Ｆ
は
需
要
拡
大
が
見
込
め
和
歌

山
製
油
所
が
製
造
の
拠
点
と
し
て
大

き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

　　

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
は
、2
4
8
万
平
方

メ
ー
ト
ル
の
土
地
を
所
有
し
て
い
る
。

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
世

界
で
3
5
0
万
台
の
販
売
を
目
指
す

と
発
表
し
て
い
る
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
の
需
要
が
比
例
し
て
増
え

る
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
製
造

し
て
い
る
企
業
は
大
き
な
投
資
を
計

画
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
企
業
の

誘
致
を
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
に
働
き
か
け

れ
ば
ど
う
か
伺
う
。

　　

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
国
で
も
本
年
８

月
に
蓄
電
池
産
業
戦
略
が
策
定
さ
れ

２
０
３
０
年
ま
で
に
年
間
1
5
0
Ｇ

Ｗ
ｈ
の
国
内
製
造
基
盤
の
確
立
が
目

標
と
さ
れ
て
い
る
。
候
補
の
一
つ
と

し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
。

質

答質

質 質

答

答

質答

児 嶋 清 秋
自由民主党
有田クラブ（　　　　　）

堀 川 　 明
（ 政 有 会 ）

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
和
歌
山

製
油
所
Ｓ
Ａ
Ｆ
製
造
に

つ
い
て

答
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視
察
日　

令
和
４
年
10
月
17
日
㈪

視
察
先

　

１
．「
新
都
市
公
園
整
備
工
事
」

（
港
・
初
島
町
浜
）
に
つ

い
て

　

２
．「
有
田
川
右
岸
護
岸
整
備

工
事
・
国
道
4
8
0
号
線

道
路
整
備
工
事
」（
山
田
原
）

に
つ
い
て

１
．「
新
都
市
公
園
整
備
工
事
」
に

つ
い
て

　

現
在
、
整
備
工
事
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
屋
根
付
き
多
目
的
広
場

の
建
設
、
多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
整
備
、
大
型
複
合
遊
具
の

設
置
、
周
辺
環
境
の
整
備
工
事
な

ど
、
各
事
業
者
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

新
都
市
公
園
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
健
康
的
な
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
機
会
に
繋
が
る
よ
う
に
期

待
し
ま
す
。

２
．「
有
田
川
右
岸
護
岸
整
備
工

事
・
国
道
4
8
0
号
線
道
路

整
備
工
事
」
に
つ
い
て

　

現
在
、
和
歌
山
県
に
よ
り
保
田

橋
北
詰
付
近
か
ら
下
中
島
橋
付
近

ま
で
の
延
長
約
4
9
0
メ
ー
ト
ル

の
間
で
、
護
岸
工
事
と
道
路
整
備

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年

度
の
事
業
内
容
と
し
て
は
、
護
岸

及
び
道
路
の
工
事
、
水
道
管
移
設

等
で
あ
る
と
の
事
で
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
工
事
は
、
護
岸
が
か
さ
上

げ
さ
れ
、
幅
員
9
．2
5
メ
ー
ト

ル
（
２
車
線
の
車
道
6
．7
5
メ
ー

ト
ル
・
北
片
側
の
歩
道
2
．5
メ
ー

ト
ル
）
の
道
路
の
整
備
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
か
さ
上
げ
工
事
に
は
有

田
川
の
堆
積
土
砂
が
使
用
さ
れ
る

と
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

護
岸
整
備
に
よ
り
水
害
対
策
が

図
ら
れ
、
ま
た
道
路
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
で
市
民
の
利
便
性
に
も
寄

与
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

担
当
者
の
方
に
は
安
全
に
工
事

を
進
め
ら
れ
、
出
来
る
だ
け
早
い

完
成
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

総
務
建
設
委
員
会
　市
内
視
察
報
告

　平成15年に創刊以来おかげさまで

20年を迎えることができました。

　今後もご愛読よろしく

お願いいたします。

編　集　後　記


	P1
	P2
	P3
	P4
	P5
	P6
	P7
	P8
	P9
	P10
	P11
	P12

